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てのみとらえておきたい。ു・ᆵにͭいては 1 点しかな͘、平ۉをࢉ出Ͱきなかͬた。ܘޱの分布（第

171 ਤ）はなͩらかにଓいており、அઈはݟられない。௚ܘ 22DN・24DN・30DN Ͱわͣかに·と·り

がೝΊられるのみͰある。最খܘは 8�4DN（஫ޱ土器）、最大ܘは 43�4DN（ਂു）Ͱあͬた。

ఈ　෦

ఈ෦֎面（Ҏ下、ఈ面）からの立ͪ上がりがೝΊられるものをର৅とした ଌ・点数のΧ΢ϯトํ法ܭ。（1

はޱԑ෦とಉ༷Ͱある。ܭଌ数は 5,223 点Ͱある。࢒存཰͝とͰはܗ׬が 105 点（2�0ˋ）、1�2 Ҏ上׬

ະຬがܗ 208 点（4�0ˋ）、1�2 ະຬ࢒存が 4,910 点（94�0ˋ）とѹ౗的に多い。

5,223 点の࢒存཰にΑるܭଌ஋は 33,924 Ͱ、૯ݸ体数（33,924 ʸ 36 分割）は 942 。体分となͬたݸ

この数஋はޱԑ෦Αりも 206 体数はݸ体分（128ˋ）多い。報告遺物の૯ݸ 70 ਂ、体分Ͱݸ ു 62 、体分ݸ

ു 3 土器がޱ体分、஫ݸ 4 体分、ઙുがݸ 1 体分、ᆵはݸ 1 体分にຬたなかͬた。報告֎遺物は遺物ݸ

のখ片が多͘、器種を൑別Ͱきないものが大多数Ͱあるが、࣮֬にઙു・ᆵ・஫ޱ土器とߟえられるもの

と、ͦれҎ֎をਂ ・ുു とした集ܭͰは、ਂ ・ുു が 841 ઙ、（ˋ96�4）ݸ ・ുᆵ・஫ޱ土器は 31 （ˋ3�6）ݸ

Ͱある。ޱԑ෦とಉ༷にਂു・ുがѹ౗的に多͘なͬたが、上記のཧ༝からਂു・ുとした中にもઙു౳

がؚ·れているՄೳੑがある。

ఈܘは 1�2 Ҏ上࢒存しているもの（313 点）をର৅とした。平ܘۉは 8�9DN Ͱあͬた。分布をݟると

ఈܘ 10�0DN のものが最も多͘、次いͰ 11DN、8DN とଓ͘（第 172 ਤ）。最খܘは 3�0DN、最大ܘは

16�0DN Ͱある。

C　ʮෑ෺ѹࠟʯ�ʣʹ͍ͭͯ

શ点を࡯؍ର৅として土器ఈ面に࢒るѹࠟを࡯؍した。શ点をର৅としたཧ༝は、࢒存཰をҰఆҎ上と

したとこΖ、͢΂ての種ྨを໢ཏͰきなかͬたことにΑる。このたΊ、集݁ܭՌはਖ਼֬な༷相を൓өして

いないՄೳੑがあることは൱Ίないが、多͘のࠟ跡を೺Ѳ͢るたΊのૢ࡞とߟえる。

ෑ物ѹࠟが֬ೝͰきたのは 5,223 点中 875 点Ͱ、ͦのൺ཰は 16�8ˋͰあͬた。ѹࠟのೝΊられないݸ

体はφσ調੔͞れたものが最も多͘、次いͰέズリ・ミΨΩ調੔͞れたものがগྔݟられた。

ୈ ��� ਤ　ޙ期લ༿土器のܘޱ෼෍ਤ ୈ ��� ਤ　ޙ期લ༿土器のఈܘ෼෍ਤ

1） ミニチュア土器と൑அͰきるものはআ֎した。たͩし、ܘがখ͘͞ྠ積み成ܗのݸ体にͭいては、খ片Ͱはミニチュア
土器との൑அが೉しいたΊ、আ֎しきれなかͬたՄೳੑがある。

2） 本ߘͰはφσ΍έズリといͬた調੔΍、種࣮などのѹࠟはؚ·ͣ、編物ࠟ΍໦葉ࠟなどに限ఆしたものͰある。দӬಞ
஌ࢯは、ʮ土器ѹࠟʯとい͏༻ޠにͭいて、ٛ޿には໮֪などのѹࠟもؚ·れることから、編物ࠟ΍໦葉ࠟなどに限ఆ͢る
としてʮෑ物ѹࠟʯとしている（দӬಞ஌ޠ༺ 2008）。本報告書Ͱはこれにैいʮෑ物ѹࠟʯとݺশ͢る。
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ఈ面のѹࠟをҎ下のΑ͏に区分した。

A ྨ　編物ࠟ

編物ࠟは、ͦのදํݱ法にͭいては౷Ұ͞れていないのがݱ状Ͱあるが、༰

қに૝૾Ͱきることをॏࢹしʮ˓˓編みʯとい͏༻ޠを࢖༻͢る。ఆٛはʰ下

୐෦遺跡 1 ʦɦࠤʑ໦ 2006ʧに฿ͬた。

1 ྨ　ඈͼ͝ざ目編み ͝ざ目編みとಉ͡ܗ状Ͱあるが、Ϥコ材がλς材を

2 本Ҏ上超えજり͢るٕ法。本遺跡Ͱは 2 本超え 1

本જり 1 本ૹりのものが΄とんどͰある。

2 ྨ　͝ざ目編み 1 本જり 1 本超え 1 本ૹりͰ構成͞れるٕ法。λ

ς材の間ִにରして、Ϥコ材の間ִがڱい。·た、

Ϥコ材とϤコ材の間にはܺ間は΄とんどない。

3 ྨ　໢代編み ໢代編みにはも͡り編みҎ֎のものを૯ׅ͢る৔

߹があるが、本遺跡Ͱは 2 本Ҏ上のλς材を超え・

જりし、1 本Ҏ上の材をૹͬて製͞࡞れるものをݺ

Ϳ。本遺跡Ͱは 2 本જり 2 本超え 1 本ૹりのもの

が多数を઎Ίる。

4 ྨ　も͡り編み λς材が 2 本୯ҐͰ、Ϥコ材にからΊるΑ͏に編

んͩもの。いわΏるʮεμレ状ѹࠟʯはここに分ྨ

͞れる。

5 ྨ　1 ～ 4 ྨҎ֎の編みํٴͼ編みํෆ໌のもの。

A ྨの৔߹はࡉ別分ྨが特ఆͰきなかͬたものが多かͬ

た。ͦ こͰʮA1・2 ྨʯとい͏中間の分ྨを加えた。ʮA1・2 ྨʯ

は、A1 ྨか A2 ྨのどͪらかͰあるとߟえるが特ఆͰきな

かͬたものとい͏ҙຯͰある。

# ྨ　໦葉ࠟ

1 ྨ　平行葉຺　　ααなどが૝ఆ͞れる。

2 ྨ　໢状葉຺　　トチϊΩなどの޿葉थが૝ఆ͞れる。

$ ྨ　縄　文

% ྨ　ҟ種ྨの૊み߹わせ

ѹࠟの֬ೝͰきた 875 点の͏ͪ、A ྨ（編物ࠟ）が 541

点（64�4ˋ）Ͱ # ྨ（໦葉ࠟ）が 291 点（34�6ˋ）と、A ྨ

が # ྨの 2 ഒۙい数字となͬた。·た、A ྨ・# ྨの 2 種

ྨͰ 99ˋにୡ͢る（第 66 ද・第 174 ਤ）。

A ྨの内༁Ͱは A1 ྨが 405 点（74�8ˋ）とѹ౗的に多

͘、A2 ྨは 11 点（1�3ˋ）、A3 ྨは 26 点（3�1ˋ）にとど

·る。A4 ྨはわͣか 1 点ͩがೝΊられる。たͩし、前ड़の

Α͏に A ྨとは൑別Ͱきても特ఆはͰきなかͬたものが多

͘、A1・2 ྨ、A ྨの߹ܭは 98 点にもୡ͢るたΊ、この点

分　ྨ 点数 શ体ൺ཰
（�）

ྨ内ൺ཰
（�）

A1（ඈͼ͝ざ目編み） 405 48�2 74�8 
A2（͝ざ目編み） 11 1�3 2�0

A1・2 20 2�4 3�7

A3（໢代編み） 26 3�1 4�8 
A4（も͡り編み） 1 0�1 0�2

A5（編みํͦのଞ・ෆ໌） 78 9�3 14�4

খ　　ܭ 541 64�4 99�9 

#1（平行葉຺） 222 26�4 76�3 

#2（໢状葉຺） 46 5�5 15�8 

# 23 2�7 7�9 

খ　　ܭ 291 34�6 100�0 

$ 縄文 4 0�5 

% ૊み߹わせ 4 0�5 

ܭ　　߹ 840 100�0 

ୈ �� 表　ʮෑ෺ѹࠟʯのूܭ

ୈ ��� ਤ　ʮෑ෺ѹࠟʯのൺ཰

A類
B類
C類
D類

ୈ ��� ਤ　ฤΈํ໛ࣜਤ

飛びござ目編み

ござ目編み

網代編み

もじり編み
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はཹҙ͢るඞཁがある。

# ྨはѹ౗的に #1 ྨが多͘、# ྨ中໿ 76ˋを઎Ίる。#1 ྨ・#2 ྨとも、葉がҟํ޲にॏͶられた

と分かるݸ体が数点ͣͭೝΊられた。$ ྨは͢΂てಉҰ原体のՄೳੑがある。અは͘ࡉ、縄文 3L が͞ࢪ

れたものとߟえる。% ྨは A1 ྨ（ඈͼ͝ざ目編み）と #1 ྨ（平行葉຺）、A2 ྨ（͝ざ目編み）と #1 ྨ（平

行葉຺）の 2 種ྨのみͰある。A ྨが # ྨΑりも上になる（ͭ·り、A ྨがఈ面に઀͢る）ものが 1 点、ͦ

のٯが 2 点（第 176 ਤ 5）ある。

ѹࠟの種ྨ別にఈܘをݟてみると、A （ྨ編物ࠟ）平ۉが 8�9DN（80 点ܭଌ）、# （ྨ໦葉ࠟ）平ۉが 9�9DN（49

点ܭଌ）Ͱ、# ྨが 1DN ΄ど大きい޲܏にある。$ ྨと % ྨにͭいては、ఈܭܘଌのର৅֎のたΊࢉ出

していない。·た、ѹࠟのあるݸ体の平ܘۉが 9�4DN ͩͬたのにରし、ѹࠟのないݸ体の平ܘۉは 8�2DN

Ͱ、ѹࠟの࢒るݸ体の΄͏が大きいఈܘを有͢るとい͏݁Ռとなͬた。

ここͰ、ಉ༷の検౼が行われた村上市ݩ屋ෑ遺跡の後期前葉～中葉のఈ෦ࢿ料とൺֱしてみたい。ಉ

遺跡Ͱはܭଌࢿ料 981 点の͏ͪ、297 点にѹࠟ（調੔をআ͘）がೝΊられた。ʦ金子・滝沢・໺ా 2004ʧ。

ѹࠟが֬ೝͰきたもののൺ཰が本遺跡Ͱは 16�7ˋͰあるのにରし、30�2ˋの高཰Ͱある。·た、A ྨ（本

遺跡分ྨ。Ҏ下ಉ༷）が 75 点（25�3ˋ）、# ྨは 222 点（74�7ˋ）Ͱ、# ྨが多い点Ͱ本遺跡とはҟなる。

$ ྨは後期前葉ͰはೝΊられないが 1）、% ྨは存在͢る。ఈܘは本遺跡とಉ༷の޲܏がݟられ、ݩ屋ෑ遺

跡Ͱは A ྨ平ۉ 9�6DN、# ྨ平ۉ 11�1DN（࿦文Ͱは #1・#2 出）Ͱ、本遺跡ಉ༷にࢉ別Ͱݸྨ # ྨが A

ྨΑりも大きい。

本遺跡とݩ屋ෑ遺跡とͰは、A ྨと # ྨのൺ

཰がかなりҟなる。遺跡͝とͰかなりม動がある

とのࢦఠもあるʦদӬ 2008ʧ。たͩし、ѹࠟが

屋ෑ遺跡と本遺跡Ͱは大き͘ҟݩるൺ཰自体も࢒

なる。A・# ྨのൺ཰ࢉ出ํ法とともに、໢ཏ的

な集ܭした遺跡を૿加して、޲܏をந出͢るඞཁ

がある。ѹࠟの時期・地Ҭ的޲܏にͭいて、縄文

時代中期後൒～から後期前൒Ͱはʮෑ物ѹࠟʯの

地Ҭੑがݦ著になり、東北南෦ٴͼ関東ߕ৴ӽ地

ํͰは A1 ྨ（ඈͼ͝ざ目編み）が主体となるとい

͏。·た、A2 ྨ（͝ざ目編み）など 1 本超 1 本

જ 1 本ૹのもの・A5 ྨ（も͡り編み）2）・#1 ྨ

（平行葉຺）は東北北෦～北཮の日本海ଆに特௃的

Ͱあるとい͏。本遺跡のѹࠟは A1 ྨと #1 ྨが

多͘、দӬ 2008 の検౼݁Ռとはൺֱ的調࿨的に

もݟえる（第 175 ਤ）が、土器ܕ式との関࿈をؚ

Ί、Αり多͘の遺跡Ͱࢿ料をॆ࣮͢ることが๬·

れる。

1） 後期後葉～൩期前葉のࢿ料において１点֬ೝ͞れている。
2） も͡り編みにͭいては、中期前൒～中葉にかけて੝行͢るとのことͰある。本遺跡Ͱも、最下面出土土器Ͱ数点ݟられ

る（38・58）

ୈ ��� ਤ　ʮෑ෺ѹࠟʯʹݟΔ஍Ҭੑ（ʦদӬ 2008ʧΑりసࡌ）

・各模式図は推測される圧痕原体（縮尺不同）
・A類の送り、B類の絡みは図の逆もある

全国共通

A-2・2・1類 A-1・1・1類 E-1類
※素材の種類は無視する

A-1・1・1c2類・B-1類・E-2類の分布域
（比率にはかなり変動がある）

Ⅲ
A-2・2・1類（a1類・c2類など）や
A-1・1・1類（c2類・d2類など）が主体
（全国共通の圧痕が基本となる）

A-1・1・1類（素材はb2類など）が
主体となり、他にB-1類などが加わる

 G類の分布域

 A-2・2・1/2類
が卓越

 A-4・2・3類
が卓越・分布

A-2・1・1類（素材は d1類・e1類
など）が主体となる
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ୈ ��� ਤ　長割遺跡のʮෑ෺ѹࠟʯ（上ɿ୓本 4�1�2, 下ɿࣸਅ　ॖईෆಉ）

6. A1類

9. B1類 10. B2類 11. C類

8. A4類 3. A類 5. D類

7. A1類 1. A3類6. A1類

9. B1類 10. B2類 11. C類

8. A4類 3. A類 5. D類

7. A1類 1. A3類

3.　A類

2.　A類

4.　A類？ 5.　D類

1.　A3類




